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第 5章では，2009年 2月にユネスコが発表した “Atlas of the World’s Languages in Danger”（世
界消滅危機言語地図）を受けて，方言が消えていくとはどういうことか，なぜ方言を守らな
ければならないのか（守る必要があるのかも含めて）について考えました。
この本を読んでくださったかた，お一人お一人がことばの多様性とその意義について考え，
そのような多様なことばが消滅していくという現状を見つめ直してくださることを願ってい
ます。
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